
KJ SPRING DISCUSSION
2022.3.28 ~ 29

前年度に引き続き、
２回目の開催

　コロナ禍における国際交流の活性化
と英語力の向上、社会問題への関心を
高めるために本事業を開催しています。
前年度はオンラインでの開催でした
が、今年度は対面形式で開催すること
ができました。
　今年度は各校ALTと国際教養大学から
学生をお招きし、本校生徒と花輪高校
生徒が熱い議論を交わしました。
　（参加生徒延べ３０人）

DISCUSSIONとは

　あるテーマをついて、参加者たちが
自由に意見や情報を出し合いながら、
より良い結論へ導いていくこと。

前年度テーマ
① Present a plan to make Odate
city much more attractive.
（大館市をもっと魅力的にするための
プランを考える）
②What can you do personally to
help raise awareness about the
Black Lives Matter movement
among your friends? 
（Black Lives Matterについて私たち
が友人間で認識を高めるために個人的
にできることは？）

ディスカッション：




主催　本校国際教育部

Black Lives Matter：

アフリカ系アメリカ人に対する警察の残虐行為を

きっかけにアメリカで始まった人種差別抗議運動

のこと。



ICE BREAKER
（アイスブレイク）

　各グループに分かれて、英語でいろ
いろな会話をします。自己紹介をした
り、MCから英語でいろいろ質問をされ
たりします。完璧な英語を話す必要はあ
りません。参加者が楽しく、生き生きと
話している姿が印象的でした。

ディスカッションの主な流れ

ROOM DISCUSSION
（ディスカッション）

　グループ内で、英語でテーマについ
て自分の意見や知っている情報を話しま
す。うまく英語が話せなくても、MCの
方たちのガイドで、どのグループの参
加者も議論が盛り上がっていました。

LEADER
PRESENTATION
（代表者発表）

　グループディスカッションの後は、各
グループの代表者（レポーター）が話
し合った内容を全員の前で発表します。
　各グループからは様々な内容が報告
され、参加者全員でさらに考えを深める
ことができます。



ディスカッションの様子

本校ALT

Arianne先生のグループ

（トリニダードトバゴ出身）

花輪・十和田高校ALT

Brooke先生のグループ

（アメリカ出身）

鳳鳴・桂桜高校ALT

Glenn先生のグループ

（アイルランド出身）

*北鷹高校ALTのAllison先生も

オンラインで参加していただ

きました。

国際教養大学の学生さんの

グループ①

手前に座っているのが、本校

卒業生の畠山雅妃さんです。

畠山さんは本校内進生で、在

学中にアメリカ研修や環境保

全活動を経験されました。

国際教養大学の学生さんの

グループ②

仲田さん（沖縄県出身）は現

在秋田県高校留学推進委員会

の代表を務められ、各メディ

ア等に出演されています。

国際教養大学の学生さんの

グループ③

塚本さん（大阪府出身）は仲

田さんの委員会のメンバーで

もあり、今回のディスカッシ

ョンの担当として企画に御協

力いただきました。

今回のディスカッショントピックです。



上の写真は１日目のディスカッションの意見をまとめたホワイトボードです。

１日目：日本人の留学者数が少ないことについて

２日目：ネットいじめ、誹謗中傷を防ぐ手立てについて　様々な内容が議論されました。

＊本ディスカッションでは英語で自分の考えを話すことはもちろん、内容についてALTの先生や留学経

験のある学生さんと話し合うことにより、より国際的な視野で社会問題を考えることが１つの目的で

す。中学生も高校生も徐々に英語を話すことに慣れ始め、議論が盛り上がっていました。

（写真上）

２日間のディスカッションを終えての集合写真

（写真右）

畠山雅妃さん（中央左）、塚本夏々花さん（中央）と本校高校２

年生（当時）のオフショット

生徒の皆さん、MCとして御協力いただいたALTの先生方、学生

の方々、ご参加いただきましてありがとうございました。本校国

際教育部では、今後もグローバル人材の育成に向けて、様々な企

画をして参ります。たくさんの参加者をお待ちしています。


